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1 8 新潟大
′

半数市ノ､ 問 什㌢:部紀要 節 7 を 第1
'

,)

意味をなさ なくな っ て い る ことを指摘 して い る 〉 本

研
′

究 で は , 形
`
,

i享[j- Fi) に よ る性格特惟語に よらず, 子I
A- 勤

や 意識によ る項目か ら[
'

｢ 収された , よi) 件別との 対

I,i: 関係 の 高 いjlT皇を)H い る ｡ そ し て , 自尊心そ 0 ) ら

の に 性差が ある の か
,
ま た

,
性役割 タ イ プ ( r'f'Jl 卑見

有型 ･ 93
J

l生Jl
r
i ･ 女性型 ･ 未分化型) や性役割岳藤と

自尊心 との 関連性を 明らか に し ,
そ の 性差に つ い て

も倹討す る ｡ さらに
,
両親 の 養百態 度 へ の 認識r勺容

が
, 大学生 の 性役割観や 自尊心 に 及ぼす影響に つ い

て も検討す る こ とを 目的とす る ｡

方 法

新潟 大学の 学生を対象に , 授業時間中に 矧
7

J] 紙を

配 布し , 菓L』 で 実施 した ｡ 被験者は2 9 0 名 , そ の 内

訳は 男子14 3 Y . , 女
`

子14 7 名 で ある.｡ 調査は2 0 0 3 年1 1

月 上旬に行 っ た ｡ なお
, 質問紙の 構成は 下記の 通 り

で ある ｡

( 1) 性役割観

･ト出寧 ( 199 9) による ジ ェ ン ダー ･ パ ー ソ ナ リ テ ィ ー

･ ス ケー ル か ら ｢ 男性件 尺度｣ 1 5 項 目 ,
｢ 女

･

性性 尺

度｣ 14 項 目 の み 抽出 し て 用 い る ｡ こ の 尺度は , 形容

詞によ る性 格特性語に よらず
, 行動や 意識 によ る項

目か ら作成され て おり
,
男性性 尺度

,
女性性尺度,

女性 の セ ､ソ ク ス ･ ア ピ ー ル 尺度の 3 下位 尺度より構

成され る｡ 尺度 の 構成概念は , 男性性は ｢ 社会通念

上
, 男 ら し い とされる行動や 意識を どの 程度 , 有 し

て い るか を表す概念｣ と定義され
,
女伴性 は ｢ 社

/

I;

通念 卜, 女ら しい とされる 行動や 意識をどの 程度
,

有 し て い るか を表す概念｣ と定義される ｡

こ こ で
, 男ら しさ ･ 女ら しさに 関する 自己認 知を

明らか にす るとい う 目的か ら, ｢ あなた 自身
_
｣ ( 現実

自己)
,
｢ 理想と思う同性 の あり 方｣ ( 理想 自己) の

2 側面 に つ い て 評定を求め た ｡ 評定は ,
r
~
か な り あ

て はま る ( 6 )
_
j か ら ｢ 全く あ て はま らない ( 1 ) ｣

ま で の 6 段階 で あ る ｡ なお, 現実白己と坪想自己の

質問は
,
呈示順rf; に よ る影響を考慮 し, 被験 者半数

で[工1J 答順序を 入れ替え た こ｢

( 2) 性役割 葛藤

T} ら しさ
･

女 らしさの 認 如 こおけ る規
I

吏Fl 己と理

想自己の ギート ノ ブ
~
を

, 伊藤 ( 19 7 8 ) の ギ ヤ ッ プ 得 ,

L
t

!
!
A
,

の 操 作的定義に した が っ て
,
卜記尺度の 揮想 自己 ス

コ 7 と現実白ロ ス コ ー)
'

の 其 の 絶対伯 をも っ て ギー1 - /

フ ( 島藤) 得ノセと した ､

( 3) [
′

] 専心

R () s e n b e r g ( 1 9 6 5 ) の S elf E st e e m jl 度 の う ち10

項Ei を
,
山本

･

F _ ,
T

J ト 【川'kA ( 1 98 2) が 印.;JI,ミし た も の

を補い た ､ 尺畦に よりそ れぞれ自尊矧吉の 捉え J]- は

輿な っ て い るが ,
R () s e n b e r g ( 1 9 6 5) は , 他占･ と の

比較に よ り 生 じる優越性や
′

完
'

L
>

_
性 の 悠

I

II 3A
=

で は なく
,

F] 分 が 設定 した価値 甚準に照 ら した 自L1 へ の
′

受
r

77 ,

好意 , 尊串を評価す る程度の ことを自尊兵封苗と した一
つ ま り , 口身 を ｢

~｣ 卜常に よい ( ㌔- e r r g o o d り と感

じ る こ と で は なく ,
｢ こ れ で よ い ( g () o d e n () u g h ) ｣

と い う自
/
/j
l

な り の 満)工感を感 じ る程度が Ej 尊感情の

高さを示すと 考え て い る- , 逆 に , 日学感情が 低い と

い う ことば
,
自己に 対する拒 む

,
1 こ満Lii , 軽蔑を表

し
, 自己 - の 尊敬を 欠い て い る こと を意味す る c, [推

定 は
,
｢ あ て は ま る ( 5 ) ｣ か ら ｢ あ て は ま ら ない

( 1 )｣ ま で の 5 段階 で あ っ た ｡

( 4) 両親 の 養育態度 へ の 認識内容

P a r k e r ら ( 19 7 9) が 作収 した P a r e n t al B ( ) n di rl g

l n s t r u m e n t ( P B I) を ′卜川 ( 19 9 1) が 邦訳した もの

か ら ｢過 保護項 目｣ 13 個 の み 抽[
'

l
'

. し て 用 い た ｡ こ の

尺度 は , 養護 囚子 ( c a r e f a c t () r) と過 保 護 困 r-

( o v e r p r o t e c ti o n f a c t o r) の 2 つ の 主要囚 + を
,
刺

定 し数量化す るた め の , 子どもからみ た親 の 養育態

度の 自首的評価 ス ケ ー ル で あ る ｡ 質rul紙 の 項日数 の

関係 L , よ り件役割観や 自尊心 に関連が強 い と!i
l
, わ

れる
, 過保護因 子のみ を使用す る こ とに した ｡ 過保

護項 目 で は , 操縦 ( c o n t r ()1) , 侵 入 (i n t r u si o n ) ,

過 剰接触 ( e x c e s si v e c o n t a c t)
,
幼L uL 扱 い (i n f a n ti-

1i z a ti () n )
, 白 ､二,: 的 行 動 の 妨 害 ( p r e v e n ti o n o f

i n d e p e n d e n t b e h a v i () u r) など の 度 合い を通 して
,

連 の 意味 で 自i
l

!J
_
や 独立を促す ことの 度合い を計

-

' て

い る ｡ 向親 の さま ざま な態度や 行動の 各質目川こ , 自

分が 16 歳ま で の
'
,

i: 親 ･ 母親それぞ れに つ い て
, 貰 え

て い る通 りに 回 答 して もら っ た ｡ 評
/

jt は ,
｢ 非常 に

そ う だ ( 3 )｣ か ら ｢ ま っ たく違う ( 0 り ま で の 4

段階 で あ っ た 〔

結果 と考察

I . 性役割観

(1) 現実自L1 の 認知

ジ ェ ン ダー ･
, i -

､

ノ ナ 1) チ ( - ･ ス ナ - ′レに お い

て 測定 した
,
性 役割 の 現実自己 ( あなた 自身に どの

程度あて は まるか) の 性差を#i E] 別
,
尺度別に t 検

r

/i; で 分析した ‥-‥ まず , 項r~1 別件差 ( 周 2 , 3 ) を巨i

ると
,
2 9 項[~1 中2 1 rfi H で1J- .旨な性差が み られた- ノ 7i)

件件項 H でイナ首 な惟差が 見出された の は
,

Jfi ‖ 3 ･



芹1l
:

- ,
H:jJ に お け る性 役割観と[

[

1 専心 と 0 ) 関連

1 1 ･ 1 3 ･ 2 6 ( p < . 0 0 1 )
,
1 2 ･

1 8 ･

2 1
･ 28 ( p < . 0 1 ) ,

1 4
･ 2 2 ( p < . 0 5 ) の 計1 0 1i

T

i ‖
,
女性性項 目 で 右音

な性差が 見[
Li 'J された の は , 項 目 5 ･ 1 0 ･ 1 6 ･ 2 0 ･ 2 5 ･

2 7 ･ 2 9 ( p < . 0 0 1) , 8 ･ 2 3 ･ 2 4 ( p < . 0 1 )
,
6 ( p

< . o5 ) の 計1 1 項[｣ で あ っ た r
,
な お

,
女▲性 性項[] 2

｢ 結解すると した ら ,
和子次第 で 幸せ に なれるか 姥

ま る｣ を除く 全て の 項 目に つ い て , 男性性項 目で は

[

B ナ の ほ うが 女子より平均が 高く, 女性性項 目で は

良- (- の ほ う が T) 子 より 平均が 高か っ た.∩

次 に , 尺度別の性差を 見る と, 男性性 1 項 目 あた

り の
i

r
J
一均は , 升子3 . 8 7

, 女了一3 . 37 と女子よ り男 j
′

- が

有意 に 高く ( p < . 0 0 1)
,
女 性 性 1 項 目あた り の 平

均は ,
男f-3 . 2 7

,
女
~
[一4 . 0 8 と男1

'

･ よ り女子が 有意 に

高か っ た ( p < . 0 0 1) .｡ ま た , 男女と も自己の 件 に

｢ナ致 した性役割の ほ う の 平均が高く, 男性性に比 べ ,

~女性性におけ る T} 女間 の 平均の 開きが 大きい ｡

(2) 二哩想 自己の 認知

理想自己の 認知は ,
同 じジ ェ ン ダー ･ パ - ソ ナ リ

テ † - ･ ス ケ - ル に お い て
,
｢ 理想と思う 同性 の あ

り )j
一
と い

'
) 設

'

jii で 矧Lil した ｡ まず項ト｣ 別性差に つ

い て 見 てみ ると, 2 9 項 目 中1 5 項 目 で 有意な性差が 見

= された ｡ 男性惟項ト1 でイ]J 意な性差が 見られた の は ,

Ji
l

i 臼 3 ･ 1 3 ･ 2 6 ( p < . 0 0 1) , 1 ･ 1 4 ･ 2 2 ( p < . 0 1 )
,

4 ･ 1 2 ･ 2 8 ( p < . 0 5) の 計 9 項 口 ,
女伴性項 目 で

1一寸ー意な件 j
'

f:: が 見られた の は , 項 目 5 ･ 2 0 ･ 2 5 ･ 2 7

( p < . o o 1) , 1 0 ･ 1 6 ( p < . 0 1) の 計 6 項 目 で あ っ

た-〉 い ずれも
F
)~う性性項 目 で は 女 J

l

- よ り 弔 (
A

の ほ うが

平均 が高く, 女- 性性唄 臼 で は
[
P) 子より :z T一の ほ うが

i
,A
-均 が高か っ た-: し か し ,

t
Ji

,

l
､

生性項目 7 T 将火, 何

か と過剰な 封 T: が ♂) し か か り 荷が 重い と思う｣ , 女

什l
/
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i
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L

= L
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, i
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･

r
,′
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J

i:
_
1 /i

'

i

E は) た 1

7

) c7 )
､
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′
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[

[

L
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,
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// 作件 1 1i
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'

)

の 1
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-上
/
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E
)i J

'

-3 . 5 4
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に [
1

.

'

.

,

; か
一
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現
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ji至
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r
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f
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f
'-
-l
j
:) の 聞きは

'i / な くな
一

' て い る-

(二3) i
:

li
l

)i:E
'

l L1 と 押忍
I
J

[

1 LI O ) ギ ャ .. / 7

シ l ン
'
/ - ･

- ー- ソ ナ り ナ ( --- ･ / ,
i
r -- ,L / で 測

/

/ii

L た)Jil
l

)ご= L｣ と｣
‥

甲
.

,

ji i.L
'

l LI D )糸.
-

z

:

り上か L
I

' , ;(T[[L
f
･l ノ､ 0 ) 上比

′

jご

19

(j 亡と児愁｢1 亡の ギ 1 フ ツ フ を性役割 后藤と して 分析

した :,
ギ ャ ､

ソ 7 ( 島藤) 得,!j
'
l
に は

, 伊藤 ( 19 7 8) の

撹作的定義に ならい ,
項目 ごと の 埠想 自己 ス コ ア と

現実自己 ス コ ア の 差 の 絶対値 の :†計得点を用い た ｡

男性性に おけ る高藤 , 女~ 性性 におけ る 島藤, 全体

的な宙藤 ( 結得Jキ) の そ れぞ れに つ い て ,
1 項 ｢] あ

た り の 平均 の 性差を 見た と こ ろ ,
い ずれにおい て も

男了一の ほ うが 女子 より も有意 に 葛藤が 大 きか っ た

( T ,
,

性性 島藤, 詰藤総得点, p < . 0 0 1
,
女 性性葛藤 ,

p < . 0 1) ｡

2 . 自尊心

自尊矧青尺度10 項 目 の 合計得 ノたの 性差を t 検定に

より分析 した ｡ 平均 ( S D ) は , 男子3 1 . 5 2 (7 . 9 7)
,

女 了一30 . 3 6 ( 6 . 6 7) , t - 1 . 34 で や や男 子が 高い もの

の
, 有意な性差は 見られなか っ た ｡

こ こ で
,
自尊心 の 合計得点 の 分布お よび 分散を見

てみ ると , 女了一より男 子ーの 方が 四 分位範岡が 大きく

( 男 子9 . 5
,
女 子8 . 0)

,
分 散 も男 子の 方が 有意に 大

きか っ た ( リ3 (-6 3 . 5 8
, 女ー[一44 . 4 9

,
F - 4 . 0 3

, p <

. o 5). ｡ ま た , 93 (一の 分布の 型は最頻値以外に も小さ

な山が できて おり, そ の結果T) 子 の 分散が人きくな っ

て い る も の と思われる ｡ さらに , 女子は 中央値付近

に 多く 祭中 して い る の に 対し, 男子は 自尊心 が極端

に低い 若や 極端に点い 老 の割 !-T が女イ に比 べ て 大き

い ‥1 柑 こ 男 J
′

- の 場 合, 自尊 L ､ の 高得 .仁者が 多数if
-
･ 存

す る ｡

3 . 両親の 養育態度へ の認識内容

父親か ら の n L
･

独 ､
'

/二の 促 しに 対す る認識に つ い
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0 1 2 3 4 5 6

l . 人 に依存 L た り甘える こ とカミ, 許 されな

い気がする ｡

3 . 包容力があ っ て , 頼 もしくあらねばな ら

ない気がする ｡

4 . 受験勉強では実力以上の学績を狙 っ て 頑
張 っ て きた｡

7 . 将来, 何 かと過剰な責任がの L か か り荷

が重いと思 う ｡

9 .

一

本筋を通 し, L っ か リ L な ければなら

ない気がする｡

1 1 . 定年まで中断せず収入のある仕事を続け

る確率が高い ｡

男 1 2
. 度胸のある気の強い人間であらねばなら

性 ない気が するo

性 1 3 . 筋 肉が目立 つ よう な, た く ま L い体形 で

項
ありたい ｡

目
1 4 ･ 野 心 や野望を持 っ ていなければならない

気が する｡

1 7 . 将来, 仕事中心で家事を怠 っ て L ま う気

がする｡

1 8 . 同年代男女の平均よ りも多くの収入 を稼

ぐ確率が高い ｡

2 1 . 状況判断を正確に行 い 臨機応変に物事に

対処でき る｡

2 2 . 組織の中で , 目下 の者をうまく取 りまと

めていける ｡

2 6 . デ ー トで は
,
リ ー

ド役であらねばな らな

い気がする ｡

2 8 . 車など所有物によ っ て自分の魅力をア ピ
ー

ル す る ｡

汁) 汁′ii は[
'

l
'
,j
t

E
′

7 身 に つ い て ｢ 1 : 乍く あ て はま らない : か ら
｢
6 : か な り あ て はまる

_
ま で 0 ) 6 f=!iL:皆

図 2 性役割の 現実自己 ( 男性性)
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; 1卜期 に お け る什子
!
i･

'

[

i
;ll 観 とi二1 浄 L ､ と0 )F 札連

0 1 2 3 4 5 6

2 . 結婚するとしたら, 相手次第で幸せにな

れるか決まる｡

5 . 恋人 には ,
で きれば自分より背の高い人

を選びた い ｡

6 . 人 の表情か ら気持ちを敏感に感じ取る ｡

8 . 普段, 洋服 や 髪型 など身だ L なみ に気を

配 っ て い る｡

1 0 . 占い に興味を持 っ て い る ｡

女

性

性

項

目

1 5 . 育 児 に向いてい るような気がする｡

1 6 . 恋愛には, 性行為より ロ マ ン チ ッ ク な雰

囲気に憧れ る｡

1 9 . 将来, あ く せく働か ずラクに暮らして い

けると思う ｡

2 0 . ア イ ロ ン を かけて い る姿が絵になる｡

2 3 . 物事を考えるとき , 論理 より感性を働か

せがち であ る｡

2 4 . 普段, 取 るに足らな い こ とでも友達と し ゃ

ペ リ がちだ ｡

2 5 . 結 婚すると L たら相手 のほうからフ ロ ホー

ス L て ほ L い L ノ

2 7 . 可 愛 ら L く もあ りた い ｡

2 9 . ;立い て L ま う こ と力は く ある

I
H

t

r
,

-
,

,L けI I
'

J)1
1

=才に
-

) い て 至 1 : 1二く L/Ji
;
, て は ま F 〕 ′

†
}二い か ド〕 ㌢ 6 : か f L り あ て はまろ 圭 で 0 ) (う[

=
J

tl;]十

図 3 性役割の 現実自己 (女性性)
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高評を ｢ 耐
＼′

i二見有TFi
(

_
i

_｣
,

[
Ji

J

E
l

生性高群 ･ 女~ 性
J

r
J

i-･_
低罪を

｢ T ,
,

r
J

L 7
F
.

r
i｣ ,

F
j 川三惟 低群 ･ 如

′

ヒ仲島群を ｢ 女
一

作 TF;
E
i

■

,

T,
･

性件低群
･ 女一件性低群を ｢ 未分化型｣ と した-､

タ イ プ 別 ･ T)-女別
/
/)
'

布 に関する 力 1
'

~~二乗検
/

/
l

jj の 析

乳 y.
2

値は13 0 . 09
, p < . 00 1 で 有意差が あ っ た ｡ 各 々

の カ テ ゴ り一に つ い て , 升女別に該 当者の 出現率を

計算 したと こ ろ , 男性は , 両性 具有型 : 1 99:.
I

, 矧
､

車

型 : 5 69:.
/

,
良-性型 : 4 96

'

, 未分化型 : 2 1 ,
O

i , 女一件は ,

両性具有型 : 2 6 % ,
r,

J

性型 : 6 %
,
女惟型 : 5 7 % ,

未分化型 : 11 % で あ っ た ( 表 1 参照) ｡ す なわ ち
,

男子 で は 男性 型が 穀も多く ,
つ い で 未

'/}
'

化 型, rFfj
J

r隼

具有型が 多い ′

｡ ま た ,
女 子 で は女性型が最 も多く ,

つ い で 両性具有
JTiLJ
_ ,
末
'

/) 化型が 多い .

｡ そ し て T) 女と

も, 削生の 件役割 タ イ プ の 老は ごく少数 で ある ｡

(2) 性役割 タ イ プ 別分析

自尊心 ,
父親

･ 母親 の 自主
･ 独立 の 促 し , 件 役割

島藤 (
L
j3

/

r判生 ･ 女~性性 ･ 総 軌 ､ミり の 各 々 に つ い て ,

一

元 配置 の 分散分 附こよ り平均差を見た と こ ろ
,
い

ずれも有意な結果は得 られなか っ た ｡

5 . 性役割勧と自尊心との関連

(i) 件役割 の 現実自己とF] 専心

性役割 の r)
,

l利生
･

*
･

性性 2 尺度におけ る現実[｣ [二

と[
′

_1 尊夕割副-1 畦におけ る総 仙1くと の 相関を:li
' め た と

こ ろ
,
r, /z と もイJJ 意な相関 関係は F,i ら れなか -

) た

( 夫 2 参照 ト た だ , イナL71. で は な い も の の , ワ川 二作

は T, 女と も口 汚心 とわずか に
-
[T:
.
のイ川

1

7:] 快j 係にあ っ た

が
, 女性性は女 f- に と っ て は 自尊心 とわずか なが F)

員 の 相関関係にあ っ た ､

(2) 件役割の 理想f
L

l 亡とf-l 専 心

件 役割 の 馴牛卜牛 ･ 女- 性件 2 j1 度 に おけ る揮 想E
'

] L1

と自尊,i;
,

F吉尺 軌 こおけ る総得′

[
.1
'

:
-
1 と の 相関を求め た と

こ ろ
, 男了一の 女性性と自尊心 の み 有意な員の 相性=笥

旅に あ っ た ( r ニ ー . 2 2
, p < . 0 1 ト､ す なわ ち, T , T一

は揮想自己の 女伴性が 高い 老ほ ど , 白専心 が 低く な

る傾向に ある - ま た141- /舌 で はな い が
,
T , 女ともの 揮

想 自己 の T,
J

l剖生とFl 専心 との 関連や ,
女 T の 押想 自

己の 女
㍉

性性と白専心と の 関連 もわずか に員の 相関関

係にあ っ た ｡

( 3) 性役割 詩藤とLj 専心

性役割 の 現実白己と理想自己の ギ ャ ＼

ソ 7
=

総 称 ､? , と

自尊心 総得点との 相関を求め た と こ ろ , 男了･ は r -

- . 2 7 ( p < . 0 1 )
,
女 子は r ニ ー . 1 8 ( p < . 0 5

､
) とな

り
, T' 女とも有意な負の 相関関係にあ っ た ｡ ま た ,

尺度別相関 で は , T ,
=

T- は 男伴性 の 葛藤 ,
女性件 の 岳

藤 と も に 石 窟 なf与 の 相 関 関 係 に あ り ( 前 者 r -

表 1 性役割タイプの分類

分賢妻基準
[

B f- * 7- f} 計

タ イ プ M 得点 F 得ノキ 1 4 0 y ] 1 4 5 名 2 8 5
/

/ i

両 性 具有型 5 4 ≦ M 5 1 ≦ F
2 7 名 3 7 名 6 4 名

( 19 %
■
) ( 2 6 % ) (2 2 % )

男性 型 54 ≦ M 5 1 > F
7 9 名 9 Y ] 8 8 名

( 5 6
0
/ b
'

) ( 6 % ) (3 1 % )

女性型 5 4 > M 5 1 ≦ F
5 名 8 3 fl 8 8 Y ]

(
､
4 % ) ( 5 7 % ) (3 19i 〕

未分化型 5 4 > M 5 1 > F
2 9 名 1 6 Y I 4 5 Y 1

( 2 1 % 1 ( 1 1 % ) ( 1 6 ?po
/
)

表 2 性役割勧と自尊心との相関

現
r

i:+ ] L1 j甲
ー
想t

'

l L1 l
J

i:_ 役割畠藤

T}
J

l
/
ii卜
′

卜 女
一

件作 升仲仕 /( 件作 ワ川三件 /I 作什 総f
f

i /

L
､

E
.

口

守

心

Gl
]
'

-
. 1 4 . 0 5 - . 1 5 - . 2 2

* *

- . 2 7
* *

- . 2 4
* *

- . 27
* *

良-

1
∴

. 0 4 - . 0 2

F
- . 0 8 - . 08 - . 1 5 - . 1 9

*

- . 1 8
*

汀l * * は l O/. イこ準, * は 5 9 o 水準でイj~ 居 ( 山 卜[ズは 小) i- liLi(まrrf] L )
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l

i

:

-叶期 に お け る什役
J

剖 鋭 と[
L

】専心 と叫札垂

- . 2 7
, p < . O l

, 綾 舟 r
- I . 2 4

, p < . 0 1､)
, 良- [一は

/f 仲 仕 の L:j 藤 の み 有意 な 負 の 相 関関 係 に あ っ た

( r - I . 1 9 , p < . 0 5)- ノ す なわち , 男 女とも現実 F]

L1 と押懲F
′

i L1 の ギ ャ ､ソ フ が 人きい 古ほ ど 口専心 が 低

く, 特 に 男 J
'

- は 別生性 におけ る喜藤が , 女イ は 別宅

件に おけ る島藤が より【
上

順二心 の 低さとか かわ っ て い

る 二, こ の こ とか ら , 男 T と女イ で は ,
自尊心と関連

す る性役割の 自己認知の 側曲が異 な っ て おり , 両者

と も白亡の 惟 で の 島藤が より自尊 心 に影響 して い る

こ とが 分か る ｡

6 . 両親の 養育態度へ の認識内容と性役割観との 関

連

( 1) 父親 の 自主
･

独立 の 促 しと現実自己

父親 の 白 T_
･ 放 たの 促 しと件役割 の現実 白己との

総得′た の 相関を求め た とこ ろ, 表 3 に '7:( す よう に 男

[一の 父親 の 自主
･ 独立 の 促 しと現実自己の 女~性性の

み 有意な員の 相関関係にあ っ た ( r
ニ ー . 2 0 , p < . 0 5) ｢

す な わち ,

[
]
i

, -｢ は
'
,

L
l

親 か らローi
:

.
･ 牧1'

1

7二を 多く促され

た とf-; ,
F
L
)
1 識 し て い る 黄ば ど, lil

/

)ご臼 Li におけ る 女̀性件

が 低い とい える- ; 一j]
-
,

i
) 川三性とはイi

~ 点 な 相関が な

い ことか ら ,

I
,{ 期 の[

[

] ii ･ 牧 ､
l

/二の 仙 しが , 柑 こ男件

件 の1
r

:.
i

; さとは結 び つ い て い な い こ とが
/

/)
1

か る- また ,

// [- の 場｢T は ,
父 親 の n i

:

.
･ 独 l
_

1

!二の 促 しが 肝丈上
'

l L1

に おけ るワ川-A, 件
や /( 件惟とは 胤達して い な い-

さ F ) に ,
I
,

i: 親 のi
'

1
_
ii ･ 軌:!二の 促 しと

Jr
l

/i :
. 役
割 の 押想

r
′

1 L1 や 牲役割 島勝と も相関をと
一

〕 て み た が ,

L
jl /E{ と

もイJー首な打i' 架は行 られなか っ た一,

(2 1 [こi一鵜 の 口 T
:

_
･ 独 ､

1

′二C
7) 化 しとIIL

I

i3l
'

i Li

[ 1 純 のⅠ
!

= 二 ･ 妹 ､
J

,: の 促 L と什役
'

.

i
;
'

-U C
T) J
:

1L
/

jj【
′

l Li とc
7
)

1
.

. [三て
′E

､i- /
r

l し
/

)11川 朴を ,

:い x

′

j /二 上 二 / j ,
リl /iA ご い l /

･

L｣ j L 1
:iH ) ､･j

23

関係は 姐F) れなか っ た- こ の 結果か
E)

, 母親 の F] T_
･

独~1
1

:I-
_
の 促 しは , 特 に現実白己に おけ る男性性や :z 伴

性 の 高さ とは 結び つ い て い な い こ とが
'

/j
l

か る ｡

さ らに
,
[ii 親 の 白 T_

･ 独
_
こ亡の 促 しと性役割 の 理想

自己や 件役割 高藤とも相関をと っ て み た が , 男 女と

も有意な結果は行 られなか っ た 1
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